
 島根県感染症情報（月報） 2012年5月 4/30～6/3 (第18週～第22週)

１．県内感染症情報

 １）全数報告感染症（１～５類感染症） [ ]は、無症状病原体保有者を再掲

件(出雲圏域)報告されています。

   ＊定点からの報告患者数：3月　2,653件、4月 2,193件、5月　1,770件

 ２）インフルエンザおよび小児科定点報告 　( )内は月の定点当たり報告数(4週換算）　［］は各週定点当たり

○インフルエンザ ：（3.1）。全県で散発が続きました。特に益田圏域（6）で多く報告されました。

○感染性胃腸炎

たです。晩春から初夏の流行としては、全国的に、ここ10年で最多となっています。

○水痘

雲南圏域(10)、松江圏域(9)でやや多い報告です。

○伝染性紅斑 ：（2.0）。松江・益田圏域で流行が残っていますが、他の地域は散発的になりました。

○ヘルパンギーナ ：(1.6）。5月下旬から大田圏域（8）、浜田圏域（3）で流行が始まりました。

<div class="graph">
 <b>発生推移グラフ</b> 
 <img src="../../graph/teiten/hanrei_x.png" height="23" width="99" alt="グラフ凡例"><br> 
 <a href="../../graph/teiten/srvg606.htm#kako10"><img src="../../graph/srvx/x606s.png" class="kage" height="145" width="204" border="0" alt="伝染性紅斑報告推移グラフ"></a> 
 <a href="../../graph/teiten/srvg904.htm#kako10"><img src="../../graph/srvx/x904s.png" class="kage" height="145" width="204" border="0" alt="マイコプラズマ肺炎報告推移グラフ"></a> 
</div> 

 

 ３）眼科定点報告

　患者報告はありませんでした。

 ４）性感染症報告

報告がありました。

 ５）基幹病院報告

○細菌性髄膜炎 ：1月以降、乳児（新生児を含む）、幼児の報告はありません。

○マイコプラズマ肺炎 ：2012年の累計は、浜田圏域69件、雲南圏域40件、大田圏域17件となっています。

２．病原体検出情報（５月までの検出結果）

B5型、エコーウイルス7型、RSウイルス、ヒトボカウイルスが検出されています。

2012年3月 から 2012年5月まで の診断名別病原体検出数：島根県保健環境科学研究所
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s 診断名 2 5 7 2 AH3 B 1 G1 G2 B19

s インフルエンザ 1 12 13 26
s 感染性胃腸炎 1 1 1 2 29 1 17 3 2 57
s 咽頭炎 1 1 2
s 肺・気管支炎 1 1 1 3
s 熱性疾患 2 1 1 1 1 6
s 無菌性髄膜炎 1 1
s 麻疹（疑） 3 3
s その他 2 1 3
s
s 詳しくは、ホームページ http://www1.pref.shimane.lg.jp/contents/kansen/  をご覧ください。

インフルエンザからはA香港型(AH3)とB型が検出されています。A香港型は第12週以降検出されていませんでしたが、

第19週、21週に再び検出されました。感染性胃腸炎からはA群ロタウイルス、ノロウイルスG2型、腸管アデノウイルス、

アストロウイルス、サポウイルスと多種類のウイルスが検出されていますが、3月以降はA群ロタウイルスの検出率が高く
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なっています。肺・気管支炎からRSウイルス、ライノウイルス、ヒトボカウイルス、熱性疾患からコクサッキーウイルス
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結核が20件[12](松江圏域3件[1]、雲南圏域1件[1]、出雲圏域7件[5]、浜田圏域6件[3]、益

田圏域1件、大田圏域2件[2])、腸管出血性大腸菌感染症が3件[1](松江圏域：O157)、つつ

が虫病が2件(雲南圏域1件、出雲圏域1件)、クロイツフェルト・ヤコブ病が2件(松江圏域1件、出雲圏域1件)、破傷風が2

ラ
イ
ノ

ヒ
ト
ボ
カ

：(52.6)。ピークは越えましたが全県で流行が続きました。松江圏域(81)、隠岐圏域(75)で特に多かっ

：(5.5)。3月をピークに漸減しています。初夏の流行期にあたりますが、流行している地域は少なく、

性器クラミジア感染症が9件、性器ヘルペスウイルス感染症が1件、尖圭コンジローマが4件、淋菌感染症が9件の患者
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島根県保健環境科学研究所
島根県感染症情報センター

Tel :0852-36-8188
Fax:0852-36-8356

過去５年間の発生推移（2007年5月～2012年5月：月４週で換算）



島根県感染症発生動向調査情報　（定点把握疾患：月集計）
島根県感染症情報センター

2012年 5月 平成24年4月30日～平成24年6月3日 （島根県保健環境科学研究所）

県 圏　　域　　別 年　齢　区　分 報告数推移
※

(今月)

区分 合計 男 女 松江 雲南 出雲 大田 浜田 益田 隠岐 6M 12M 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10- 20- 2月 3月 4月 5月

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻ゙定点数 38 11 3 9 3 5 5 2

インフルエンザ 148 69 79 34 12 26 9 21 39 7 1 1 9 3 5 15 16 8 16 3 9 32 30 3814 1246 342 118

小児科定点数 23 7 2 5 2 3 3 1

RSウイルス感染症 10 6 4 3 - 3 - 4 - - 2 5 2 1 - - - - - - - - - 115 18 16 8

咽頭結膜熱 40 26 14 27 2 3 - 7 1 - - 11 20 1 3 3 - - - - - 2 - 16 14 25 32

Ａ群溶連菌咽頭炎 79 45 34 24 7 26 - 13 9 - - - 2 3 6 21 18 6 4 7 4 3 5 82 101 47 63

感染性胃腸炎 1513 815 698 706 98 275 136 69 135 94 24 168 343 185 158 103 96 89 84 50 49 113 51 697 894 1425 1210

水  痘 158 77 81 80 24 10 6 14 24 - 5 26 54 41 16 8 2 1 - 2 1 2 - 156 173 142 126

手足口病 11 6 5 5 1 3 - - 2 - - 2 5 - 1 2 - - - - - 1 - 4 2 - 9

伝染性紅斑 59 27 32 34 2 2 - 7 14 - - 2 7 7 13 12 4 3 4 1 2 4 - 76 78 52 47

突発性発疹 75 41 34 25 10 23 3 5 6 3 - 36 39 - - - - - - - - - - 50 73 71 60

百日咳 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ヘルパンギーナ 45 24 21 6 - 6 20 10 3 - - 2 9 11 9 8 4 1 1 - - - - - 2 3 36

流行性耳下腺炎 47 25 22 6 19 15 4 2 1 - - - 2 7 6 7 8 4 4 3 3 3 - 53 36 50 38

眼科定点数 3 1 1 1

急性出血性結膜炎 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

流行性角結膜炎 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

基幹定点数 8 1 1 2 1 1 1 1 0歳 1- 5- 10- 15- 20- 25- 30- 35- 40- 45- 50- 60-

細菌性髄膜炎 1 1 - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - 1

無菌性髄膜炎 4 3 1 - - 4 - - - - 2 1 - - - - - 1 - - - - - 3 2 4 3

マイコプラズマ肺炎 22 14 8 - 4 - - 18 - - 2 10 6 2 - - 1 - - - - - 1 36 14 16 18

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

※月の週数により補正しています。



島根県感染症発生動向調査情報　（STD定点・基幹病院定点報告：月報） 島根県感染症情報センター

2012年 5月 平成24年5月 （島根県保健環境科学研究所）

県 地　区　別 　年　齢　区　分 　過　去　報　告　数　（月） (今月)

区 分 合計 男 女 東部中部西部隠岐 0- 10- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5月

ＳＴＤ定点 6 2 2 2 0 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

性器クラミジア
感染症

9 4 5 6 1 2 - - 1 6 1 1 - - - 9 6 11 7 10 10 9 11 7 8 9 13 9

性器ヘルペスウイルス
感染症

1 1 - - - 1 - - - - - - 1 - - 4 1 3 1 2 2 1 2 2 1 2 - 1

尖圭コンジローマ 4 4 - 3 - 1 - - - 1 1 1 1 - - 3 2 - 4 1 - 1 2 2 2 1 2 4

淋菌感染症 9 9 - 3 1 5 - - - 4 3 2 - - - 5 8 7 16 10 5 7 6 5 6 5 7 9

基幹病院定点 8 1 3 3 1 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

メチシリン耐性
黄色ブドウ球菌感染症

20 14 6 7 8 5 - - - - 1 - 1 1 17 21 30 29 24 26 32 25 40 31 29 31 26 20

ペニシリン耐性
肺炎球菌感染症

- - - - - - - - - - - - - - - 4 8 5 1 2 - 3 5 1 2 1 4 -

薬剤耐性
緑膿菌感染症

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - 1 - 1 - 1 - - 1 - - -

薬剤耐性アシネト
バクター感染症

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
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薬剤耐性菌感染症の推移
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